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令和５年度 再評価対象地区に係る事業制度・費用対効果の分析について 
 

課名  道路建設課     

 

○ 

事 

業 

制 

度 

に 

つ 

い 

て 

事 業 名 道路改築事業 

事 業 目 的 

地方公共団体等が行う社会資本の整備その他の取組を支援することにより、

交通の安全の確保とその円滑化、経済基盤の強化、生活環境の保全、都市環境

の改善及び国土の保全と開発並びに住生活の安定の確保及び向上を図ること。 

採 択 基 準 
地域住民の日常生活の安全性若しくは利便性の向上を図るために必要であり、

又は快適な生活環境の確保若しくは地域の活力の創造に資すると認められる

もの。 

概      要 

(メニュー) 現道の拡幅や線形改良またはバイパス等の建設 

○ 

費 

用 

対 

効 

果 

の 

分 

析 

に 

つ 

い 

て 

 

＊ 

費 

用 

便 

益 

B/C 

＊ 

効 

果 

の 

項 

目 

う 

ち 

貨 

幣 

換 

算 

す 

る 

項 

目

》  
Ｂ

《  

・走行時間短縮便益 

・走行経費減少便益 

・交通事故減少便益 

 

そ 

の 

他 

項 

目 

 

費 

用 

》  
Ｃ 

《  
の 

算 

定 

費用の積み上げ基準＝道路整備に要する事業費＋道路維持管理に要する事業費＋道路

構造物の更新に要する事業費※ 

現在価値算出のための社会的割引率：４％ 

基準年次：評価時点 

検討年数：50年間  

 

 
※道路構造物の更新に要する事業費は、評価対象期間末までに耐用年数等に達する構造物がある場合に計上する 

費 

用 

便 

益 

比 

の 

基 

準 

原則費用便益比（Ｂ／Ｃ）１．０以上 

 

別紙３ 

-2-



 

 

令和５年度 再評価実施箇所（附図） 

                                                                       担当課〔 道路建設課 〕 

番   号 ５ 
 事 業 名 

 (路線･河川名等)      

道路改築事業 

一般国道３０３号 西横山バイパス 

事業実施  

箇    所 

揖斐郡
い び ぐ ん

揖斐川町
いびがわちょう

西横山
にしよこやま

地内 

～揖斐郡
い び ぐ ん

揖斐川町
いびがわちょう

坂内
さかうち

坂本
さかもと

地内 
事 業 主 体 岐阜県 

採択年度 平成２５年度 完了予定年度 令和１２年度 

 再評価の実施基準 事業着手年度から５年間が経過した時点で継続中の事業（経過措置） 

 事業目的  

一般国道３０３号は、岐阜県岐阜市を起点とし、福井県三方上中郡若狭町に至る延長約109kmの幹線

道路である。本工区は、観光交流や産業振興の推進、災害時に有効に機能するネットワークの確保を目

的とし、バイパス整備するものである。 

 事業概要  

事業延長：２，６５０ｍ    車道幅員：３．００ｍ×２車線 

主要構造物：（仮称）鉄
くろ

嶺
がね

トンネルＬ＝２，４２０ｍ 

 概 要 図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長野県

滋賀県

157

19

258

高山市

石川県

富山県

福井県

三重県

愛知県
多治見市

位 置 図

美濃加茂市

158

21

156
41

岐阜市

大垣市 中津川市

E41

E67

C3

E67

E41

E1

C3C3

E19

西横山バイパス
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令和５年度 再評価実施箇所（附図） 

                                                                       担当課〔 道路建設課 〕 

番   号 ６ 
 事 業 名 

 (路線･河川名等)      

道路改築事業 

主要地方道 豊田多治見線 滝呂バイパス 

事業実施  

箇    所 

多治見市
た じ み し

大畑町
おおはたちょう

 

 ～多治見市
た じ み し

滝
たき

呂
ろ

町
ちょう

 
事 業 主 体 岐阜県 

採択年度 平成９年度 完了予定年度 令和１７年度 

 再評価の実施基準 再評価を実施した後５年間が経過した時点で継続中の事業 

 事業目的  

主要地方道豊田多治見線は愛知県
あ い ち け ん

豊田市
と よ た し

陣中
じんなか

町
ちょう

を起点とし、岐阜県
ぎ ふ け ん

多治見市
た じ み し

京町
きょうまち

へ至る県内延長約

１１ｋｍの幹線道路であり、当該事業は、このうち多治見市大畑町から滝呂町の１，５４０ｍ区間をバ

イパス整備するもので、災害時に有効に機能するネットワークの確保、観光交流や産業振興の推進を目

的としている。 

 事業概要  

事業延長：１，５４０ｍ   車道幅員     ：３．００ｍ×２車線 

              歩道幅員     ：２．５０ｍ（片側） 

 概 要 図   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（C）岐阜県 至：豊田市

至：春日井市

主要地方道 豊田多治見線
滝呂バイパス L=1,540m

２４８

13

土岐南多治見ＩＣ

多治見ＩＣ

プラティ多治見

イオンモール土岐

多治見市役所笠原事務所

モザイクタイルミュージアム

笠原神明宮

1kｍ

E19

一般国道

主要地方道

一般県道

事業区間

高速道路

１９

写真②：終点部付近の状況

C3

長野県

滋賀県

157

19

258

高山市

石川県

富山県

福井県

三重県

愛知県
多治見市

美濃加茂市

158

21

156
41

大垣市
中津川市

E41

C3

E67

E41

E1

C3

E19

岐阜市

E67

N

事業箇所

起点
多治見市大畑町

終点
多治見市滝呂町

地域の主要渋滞箇所

JR多治見駅

写真①：渋滞状況（京町２交差点）

主要渋滞箇所

施設（近年開業）

施設

C3

-4-



 

 

令和５年度 再評価実施箇所（附図） 

                                                                       担当課〔 道路建設課 〕 

番   号 ７ 
 事 業 名 

 (路線･河川名等)      

道路改築事業 

主要地方道川島三輪線 藍川橋工区 

事業実施  

箇    所 
岐阜市
ぎ ふ し

上芥見
かみあくたみ

～岐阜市
ぎ ふ し

向加野
む か い か の

 事 業 主 体 岐阜県 

採択年度 平成３１年度 完了予定年度 令和１２年度 

 再評価の実施基準 事業着手年度から５年間が経過した時点で継続中の事業（経過措置） 

 事業目的  

主要地方道川島三輪線は、各務原市川島渡町から岐阜市三輪に至る延長約１８ｋｍの道路である。当

該事業は、岐阜市上芥見から向加野地内において長良川を渡河する藍川橋の架け替え含む約１．２ｋｍ

区間を整備するものであり、既設の藍川橋周辺で発生している渋滞緩和や災害時に有効に機能するネッ

トワークの確保などに寄与することを目的としている。 

 事業概要  

事業延長：１２００ｍ 車道幅員：３．２５ｍ×４車線 

           歩道幅員：３．５０ｍ（両側） 

         主な構造物：（仮称）新藍川橋 Ｌ＝２５８．０ｍ 

 概 要 図  

 

 

起点から終点を望む 
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令和５年１０月１２日

岐阜県 県土整備部 道路建設課

令和５年度
公共事業再評価について

（道路改築事業）

岐阜県では、平成１８年度に策定した「県土整備ビジョン」を踏まえつつ、

「活力」、「安心・安全」を重点目標とし、道路整備に取り組んでいます。

道 路 改 築 事 業 の 整 備 方 針

考え方

重点目標

安全・安心安全・安心

活力活力 ●物流・観光、地域経済の持続的発展の基礎となる道路整備

●災害に強い県土づくりの根幹となる道路整備

●地域の生活を支え、人に優しい安全で快適なまちづくりを
支える道路整備

・主要骨格幹線ネットワークの整備推進

・渋滞緩和による円滑な交通の確保

・観光交流や産業振興の推進

・高速道路へのアクセス向上

・災害時に有効に機能するネットワーク確保

・雨量規制区間の解消

・隘路・線形不良箇所の解消による円滑な交通の確保

1
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道 路 改 築 事 業 の 整 備 方 針

重点施策（令和５年度）

2

地域にあふれる魅力と活力づくり地域にあふれる魅力と活力づくり

◇物流・観光を支える道路ネットワークの構築

○東海環状自動車道西回り区間及びICアクセス道路の整備促進

○東海北陸自動車道等の４車線化と中部縦貫自動車道の整備促進

○濃飛横断自動車道の整備推進

○地域と地域をつなぐ幹線道路等の整備

※道路建設課が所管する事業に関するものを抜粋

健やかで安らかな地域づくり健やかで安らかな地域づくり

◇強靭な県土づくり

○早期復旧を可能とする対策の推進

※道路建設課が所管する事業に関するものを抜粋

○道路・河川・砂防施設の計画的な維持管理の推進

◇生活を支えるインフラの整備

-8-



事業再評価

道路改築事業

一般国道３０３号

令和５年１０月１２日

県土整備部 道路建設課

（西横山バイパス）
にし よこ やま

揖斐川町

長野県

滋賀県

157

19

258

高山市

石川県

富山県

福井県

三重県

愛知県
多治見市

位 置 図

美濃加茂市

158

21

156
41

岐阜市

大垣市 中津川市

E41

E67

C3

E67

E41

E1

C3C3

E19

西横山バイパス

本巣市

山県市

大野町
北方町

【凡例】

事業区間

一般国道

主要地方道

一般県道

一般国道303号
西横山バイパス
延長L=2,650m

池田町

藤橋城道の駅
夜叉ヶ池の里さかうち

道の駅
星のふる里ふじはし

揖斐川町役場

（C)岐阜県
0 2.5km 5.0km

1

至長浜市

至 岐阜市

位 置 図 １

徳山ダム

滋賀県

横山ダム

至福井県
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終
点：
揖
斐
郡
揖
斐
川
町

坂
内
坂
本

起
点：
揖
斐
郡
揖
斐
川
町

西
横
山

揖斐川町

（C）岐阜県

【凡例】

事業区間

一般国道

主要地方道

一般県道

一般国道303号
西横山バイパス
延長L=2,650m

0 500m 1.0km

2

坂内川

至 滋賀県

至 大野町

至 福井県

横山ダム湖

×
×

×

法面崩壊
(H24.7.15)

崩土
(H24.9.18)

落石による
スノーシェッド破損
(H23.9.3)

×

法面崩壊
(H30.9.4)

位 置 図 ２

トンネル区間
L=2,420m

×
法面崩壊
(R5.6.29)

×法面崩壊
(R5.6.29)

×
法面崩壊
(R5.6.29)

R5.8.15 台風7号による
災害発生箇所

3

起 終 点：揖斐郡揖斐川町西横山

～揖斐郡揖斐川町坂内坂本

全体延長：２，６５０ｍ（トンネル延長：２，４２０ｍ）

総事業費：約１０６億円

事業着手：平成２６年度

完成予定：令和１２年度

幅 員：車道 ３．００ｍ×２車線、歩道なし

道路規格：第３種第３級

い び ぐん い びがわちょうにしよこやま

い び ぐん い び がわちょうさかうちさかもと

標準横断図
【一般部】

【トンネル部】

事 業 概 要
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4

事 業 の 目 的
活力：観光交流や産業振興の推進

安全・安心：災害時に有効に機能するネットワーク確保

■岐阜県と滋賀県ネットワークが強化されアクセス性が向上し地域間の観光交流や産業振興の推進に期待

■西横山バイパスの整備により、緊急輸送時間が4分短縮

■災害時のネットワーク強化による救急救命率の向上が期待

【防災拠点】
藤橋振興事務所

西横山BPの利用により
揖斐厚生病院への救急
搬送時間が約4分短縮

【防災拠点】
揖斐川町役場

【防災拠点】
久瀬振興事務所

（C）岐阜県
至 大野町

横山ダム

【凡例】

事業区間
第二次緊急輸送道路
防災拠点
観光施設
医療施設
行政機関

■周辺観光地の様子

道の駅「星のふる里ふじはし」

道の駅「星のふる里ふじはし」

道の駅「夜叉ヶ池の里さかうち」

至 滋賀県

ヘリポート 【防災拠点】
坂内振興事務所

藤橋城

道の駅「夜叉ヶ池の里さかうち」

揖斐厚生病院

揖斐川町

（C）岐阜県

一般国道303号
西横山バイパス
延長L=2,650m

0 500m 1.0km

×

×

写真⑤

写真①

写真②

⑤法面崩壊
(H24.7.15)

②崩土
(H24.9.18)

①落石による
スノーシェッド破損
(H23.9.3)

5

至 滋賀県

至 大野町

至 福井県

坂内川

横山ダム湖×

④法面崩壊
(H30.9.4)

写真④

安全・安心：災害時に有効に機能するネットワーク確保

事 業 の 目 的

■現道は、落石や法面崩壊による通行止めや通行規制が度々発生

■西横山バイパスの整備により、緊急輸送道路の機能を強化

写真③

×

×法面崩壊
(R5.6.29)

×
③法面崩壊
(R5.6.29)

×

法面崩壊
(R5.6.29)

⑥法面崩壊
(R5.8.15)

R5.8.15 台風7号による
災害発生箇所

写真⑥
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事業を巡る社会経済情勢等の変化

◆道路ネットワークの整備

■東海環状自動車道では、岐阜県と三重県とを結ぶ西回り区間の整備が進められている

■一般国道417号では、地域の道路網強化に寄与する冠山峠道路が供用開始予定

6

＜一般国道417号冠山峠道路＞＜東海環状自動車道（西回り）＞

一般国道３０３号
西横山バイパス工区

L=2,650m

東海環状自動車道
（西回り）

山県IC～大野神戸IC間

東海環状自動車道
（西回り）

養老IC～大安IC間

一般国道３０３号
西横山バイパス工区

L=2,650m

一般国道４１７号
冠山峠道路 L=7,800m

山県IC

福井県

滋賀県

岐阜県

徳山ダム

横山ダム

大野神戸IC

養老IC

三重県

岐阜県

揖斐川町

（国）303号

（C）岐阜県

一般国道303号
西横山バイパス
延長L=2,650m

0 500m 1.0km

※ 令和5年度末事業費ベース

7

坂内川

至 滋賀県

至 大野町

横山ダム湖

終
点
：
揖
斐
郡
揖
斐
川
町

坂
内
坂
本

起
点
：
揖
斐
郡
揖
斐
川
町

西
横
山

写真①
至 福井県

写真②

至 大野町

事業の進捗状況

全体進捗率 61％※ 用地補償進捗率 100％※ 工事進捗率61％※

【凡例】

事業区間

一般国道

主要地方道

一般県道
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8

事業の施工状況

起点部付近の状況 終点部付近の状況

・起点部は、トンネル坑口工とその周囲を保護する
法枠工、落石対策工を施工済み

・終点部は、坑口上部の法面対策工を施工済みで
あり、現在は、トンネル坑口付近の道路拡幅を
実施中

・トンネル区間は１期工事（８５０ｍ）、２期工事（８０
０ｍ）を施工済。今年度、３期工事（７７０ｍ）に着手
予定

道路拡幅実施中

第Ⅲ期
(770m)

第Ⅱ期
(800m)

第Ⅰ期
(850m)

トンネル区間(2420m)

9

■（仮称）鉄嶺トンネル掘削による発生土（Ⅰ期工事分５万 、Ⅱ期
工事分４万 ）を近隣工事の盛土に流用（有効利用）することによ
り、残土処理費の約３．５億円を削減

発生土を流用して
近隣工事の盛土へ有効活用

トンネル掘削
で発生した土

残土
約5万 
約4万 

×

処理単価
3,000円/ 
4,900円/ 

＝
残土処理費
約3.5億円

約３．５億円のコスト縮減

コスト縮減の取り組み

◆現場発生土の有効活用

Ⅰ期
Ⅱ期

-13-



自然環境への配慮
◆ＬＥＤ照明の採用による環境への配慮

照明灯にＬＥＤ照明を採用

希少猛禽類「クマタカ」

■当地域には希少猛禽類「クマタカ（環境省絶滅危惧ⅠＢ類、
岐阜県絶滅危惧Ⅱ類）」が生息

■学識経験者のアドバイスを受けながら事業を進めている

■トンネル３期工事は、終点側（坂内側）に生息するクマタ
カに配慮して起点側から掘削を実施予定

■施工中はモニタリングを実施している

◆希少猛禽類に配慮した工事を実施

■長寿命かつ低消費電力であるＬＥＤ
照明をトンネル両坑口付近及びトン
ネル内部の照明灯に採用し、蛍光ラ
ンプを用いた場合に比べ環境負荷を
低減

10

11

事業の効果

●走行時間短縮便益 ･･････ 効果全体の約９８％

●走行経費減少便益 ･･････ 効果全体の約 ２％

●交通事故減少便益 ･･････ 効果全体の約 １％

投資的効果率

総便益（Ｂ)

総費用（Ｃ)
＝ １.１

※費用便益分析マニュアル(R4.2 国土交通省)に基づき算出

費 用 対 効 果 分 析

前回再評価時

（Ｈ３０年度）

１．２

-14-



12

＝供用に向け、事業を継続＝

○一般国道３０３号西横山バイパスの完成は、観

光交流や産業振興の推進、災害時に有効に機能

するネットワークの確保に寄与する。

○地元住民及び関係自治体からの早期完成の要望

がある。

対 応 方 針 （案）

-15-



前回 今回

(基準年：H30） (基準年：R5）

H26～R12 H26～R12

51.6 45.9

2.10 1.30

53.7 47.2 現道の防災対策費を考慮

58.8 48.9

2.8 0.7

0.2 0.1

61.8 49.7

1.2 1.1

【費用の主な変化要因】
・工事経費率の上昇に伴う増額や労務費・資材費の増額により事業費が増加した。【約43.5億円】
・評価基準年の更新により、現在価値化した事業費が増加した。【約8億円】
・バイパス未整備時の現道の防災対策費用の考慮により減少した【▲約58億円】
【便益の主な変化要因】
・費用便益分析マニュアルの改訂（R4年2月）による、時間価値原単位、走行経費原単位、交通事故
損失額算定式の変更に伴い便益が増加した。【約0.4億円】
・評価基準年の更新（H30→R5)により、現在価値化した便益が増加した。【約10億円】
・使用OD表の変更に伴い計画交通量が減少し、便益が減少した【▲約22.5億円】
【費用対効果分析結果の変化】
・費用対効果分析結果は、前回の1.2から1.1に減少したが、費用便益比は1を上回っており、十分な
事業効果が確保される見通しである。

効果
(億円)

走行時間短縮便益

走行経費減少便益

交通事故減少便益

合計（Ｂ）

費用対効果分析結果（Ｂ／Ｃ）

※金額は、社会的割引率（４％）を用いて現在の価値に換算したもの。

■費用対効果分析の分析方法

・費用便益分析マニュアル／国土交通省　道路局　都市局/R4.2

■費用対効果分析結果の要因変化

延長L=2.65km、車道幅員3.00m×2車線、歩道なし

■費用対効果分析結果

区分 備考

事業期間

費用
(億円)

事業費

維持管理費

合計（Ｃ）

■事業内容

令和５年度第３回

岐阜県事業評価監視委員会

費用対効果分析資料

■事業名

道路改築事業 一般国道３０３号　西横山バイパス
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（滝呂バイパス）

事業再評価

道路改築事業

主要地方道 豊田多治見線

令和５年１０月１２日

県土整備部 道路建設課

たきろ

（C）岐阜県

土岐南多治見ＩＣ

多治見ＩＣ
土岐JCT

多治見市

土岐市

愛知県

至：可児市

至：春日井市

至：豊田市

多治見市役所本庁舎

多治見市役所
笠原事務所

土岐市役所
国土交通省

多治見砂防国道事務所

【道の駅】
土岐美濃焼街道岐阜県立

多治見病院

多治見市民
病院

至 春日井市

至 瀬戸市

市町庁舎

道の駅

現地機関

２４８

１９

13

主要地方道 豊田多治見線
滝呂バイパス L=1,540m

一般国道

主要地方道

一般県道

事業区間

高速道路
1kｍ

位 置 図

E19

C3

多治見市役所
滝呂事務所

多治見市役所
市之倉事務所

1

C3

滝呂バイパス
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2

至：可児市

至：豊田市

写
真

②

（C）岐阜県

終
点

多
治
見
市
滝
呂
町

起
点

多
治
見
市
大
畑
町

主要地方道 豊田多治見線
滝呂バイパス L=1,540m

２４８ 13

位 置 図 ２

写真①：（主）豊田多治見線 現道の状況 写真②：一級河川芝草川の渡河部周辺 写真③：終点：（主）豊田多治見線との接続
予定箇所

（仮）1号橋梁

（仮）2号橋梁

（仮）3号橋梁
至：瀬戸市500ｍ

C3

大畑町

滝呂町

一般国道

主要地方道

一般県道

事業区間

高速道路

◆起 終 点：多治見市大畑町～多治見市滝呂町

◆全体延長：１，５４０ｍ

◆総事業費：約２８億円

◆事業着手：平成９年度

◆完成予定：令和１７年度

◆道路規格：第３種第３級

◆幅 員：車道：３．０ｍ×２車線

歩道：２．５ｍ（片側）

た じ み おおはたちょう た じ み たきろちょう

標準横断図

事 業 概 要

一般部

0.5 3.0

9.75

（車道）

3.0

（車道）

0.752.5

（歩道）
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多治見市役所（第１次防災拠点）

広域防災拠点
病院

地域内輸送拠点
第１次緊急輸送道路

第２次緊急輸送道路

安全・安心：災害時に有効に機能するネットワークの確保

■（主）豊田多治見線は、東濃圏域のみならず、岐阜・愛知県を結ぶ
第２次緊急輸送道路に指定され、整備により緊急輸送機能が向上

■災害医療拠点や広域防災拠点などを結び、広域的な防災を支援

至：春日井市

至：可児市

（C）岐阜県

至：中津川市

セラミックパークMINO

国土交通省
多治見砂防国道事務所

多治見市役所本庁舎

県立多治見病院
※地域災害拠点病院

２４８

１９ 土岐南多治見ＩＣ

多治見ＩＣ

JR多治見駅

事 業 の 目 的 ①

県立多治見北高等学校 ※活動拠点候補地

13

主要地方道 豊田多治見線
滝呂バイパス L=1,540m

多治見市運動公園

多治見市民病院
※救護病院

多治見市立笠原体育館

1kｍ

土岐川

E19

C3

4

12,917

7,870

0

5,000

10,000

15,000

R3 R22

交
通
量(

台
/
日)

0

5

10

15

20

H28 H29 H30 R1 R2 R3（万人）

23
19

0

5

10

15

20

25

現ルート

(約7.7km)

新ルート

(約7.5km)

(分)

活力：観光交流や産業振興の推進

■バイパス整備により中央自動車道 多治見ＩＣへのアクセスが向上

■観光施設へのアクセス強化により、地域の活性化に寄与

（C）岐阜県

至：春日井市

【バイパス整備後】
高速道路への
アクセスが向上

主要地方道 豊田多治見線
滝呂バイパス L=1,540m

２４８

１９

13

土岐南多治見ＩＣ

多治見ＩＣ

事 業 の 目 的 ②

プラティ多治見（Ｒ５開業）

イオンモール土岐（Ｒ４開業）

地域の主要渋滞箇所

笠原地区

1kｍ

E19

C3

5

多治見IC～モザイクタイル
ミュージアムの所要時間

出典：R3道路交通センサスより算出

渋滞状況（京町２交差点)

写真①

多治見市HPより

モザイクタイルミュージアム

施設（近年開業）

施設

主要渋滞箇所

JR多治見駅

至：豊田市多治見市役所笠原事務所

モザイクタイルミュージアム

笠原神明宮

モザイクタイルミュージアム
年間来場者数

継続して目標5万人
を上回る

・アニメ＆実写「やくならマグカップも」のロケ地マップに掲載
・2020年に「やくならマグカップも」活用推進協議会を発足
・訪れてみたい日本のアニメ聖地88（2023年版）に、

「やくならマグカップも」が選定

出典：岐阜県観光入込客
統計調査

出典：R3道路交通センサス

（主）豊田多治見線
事業後の交通量推計

交通量調査地点
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（C）岐阜県

至：春日井市

主要地方道 豊田多治見線
滝呂バイパス L=1,540m

■近年、大規模な商業施設（イオンモール土岐、プラティ多治見）が
開業し、周辺の交通量増加が見込まれる

至：可児市

土岐プレミアムアウトレット

交通量調査地点

プラティ多治見（Ｒ５開業）

イオンモール土岐（Ｒ４開業）

２４８

１９

13

土岐南多治見ＩＣ

多治見ＩＣ

事業を巡る社会経済情勢の変化

〈主要渋滞箇所〉

箇所

箇所(踏切)

区間

至：豊田市

E19

C3

1kｍ

天光の湯

6

◆新たな地域開発による交通集中への対応

JR多治見駅

モザイクタイルミュージアム

施設（近年開業）

施設

13,313 13,884 13,113
14,977 14,700

12,917

0

5,000

10,000

15,000

20,000

H9 H11 H17 H22 H27 R3

交
通
量(

台

/
日)

（主）豊田多治見線 交通量の変化

約１０％増加
※R3を除く

コロナ禍の影響で
交通量が減少

出典：H9, H11, H17, H22, H27, R3道路交通センサス

7

全体進捗率 ４０％ 用地補償進捗率９９％ 工事進捗率２３％

※ 令和５年度末事業費ベース

※ ※ ※

至：可児市

至：豊田市

写
真

②

（C）岐阜県

主要地方道 豊田多治見線
滝呂バイパス L=1,540m

終
点

多
治
見
市
滝
呂
町

起
点

多
治
見
市
大
畑
町

２４８ 13

事業の進捗状況

写真①：（主）豊田多治見線 現道の状況 写真②：一級河川芝草川の渡河部周辺 写真③：終点：（主）豊田多治見線との接続
予定箇所

C3

500ｍ
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8

事業の施工状況

・令和３年度から工事に着手し、滝呂バイパスの終点側から土工を施工中
・残る未買収の用地について、引き続き用地交渉を実施中

写真②：滝呂バイパス（終点：多治見市滝呂町側）

写真①：滝呂バイパス（終点：多治見市滝呂町側）

500ｍ

9

コスト縮減の取り組み

■発生土の一部について、近隣事業への流用の調整を図る

■近隣事業へ流用することによって残土処分費について縮減できる

◆現場発生土の有効利用

現場で
発生した土 発生土を一部流用して

近隣事業の盛土へ有効活用

残土が発生

残土の一部

コスト縮減額：約1.25億円
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自然環境への配慮

■長寿命かつ低消費電力であるＬＥＤ照明を交差点部の新設照明灯に採用し、
蛍光ランプを用いた場合に比べ環境負荷を低減

◆ＬＥＤ照明の採用による環境への配慮

照明灯に
ＬＥＤ照明を採用

10

11

投資的効果率

事業の効果

●走行時間短縮便益 ･･････ 効果全体の約８９％

●走行経費減少便益 ･･････ 効果全体の約 ９％

●交通事故減少便益 ･･････ 効果全体の約 ３％

総便益（Ｂ)

総費用（Ｃ)
＝ １．１（全体）

※費用便益分析マニュアル(R4.2 国土交通省)に基づき算出

前回再評価時

（Ｈ３０年度）

１．３（全体）

費 用 対 効 果 分 析
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12

＝供用に向け、事業継続＝

○滝呂バイパスの完成は、災害時に有効に機能するネッ
トワークの確保、高速道路へのアクセス向上に大きく
寄与する。

○地元住民、多治見市から滝呂バイパスの早期完成・事
業促進の強い要望がある。

今後の方針（案）
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前回 今回

(基準年：H30） (基準年：R5）

H9～R14 H9～R17

25.4 30.0

0.6 0.7

26.0 30.7

31.6 28.8

2.2 2.8

0.2 0.8

34.1 32.5

1.3 1.1

■事業内容

令和5年度

岐阜県事業評価監視委員会

費用対効果分析資料

■事業名

【道路事業】　道路改築事業「(主）豊田多治見線　滝呂バイパス」

費用
(億円)

事業費

維持管理費

合計（Ｃ）

延長L=1.54km、車道幅員3.00m×2車線、歩道幅員2.5m（片側）

■費用対効果分析結果

区分 備考

事業期間

【費用の主な変化要因】
・評価基準年次の更新により、現在価値化した事業費が増加した。【6.8億円】
・事業期間の延長に伴い、現在価値化した事業費が減少した。【▲2.1億円】
【便益の主な変化要因】
・評価基準年次の更新により、現在価値化した便益が増加した。【6.2億円】
・事業期間が延長されたことに伴い便益が減少した。【▲4.9億円】
・使用OD表の変更に伴い計画交通量が減少し、便益が減少した。【▲2.8億円】
【費用対効果分析結果の変化】
・費用対効果分析結果は、前回の1.3から1.1に減少したが、費用便益比は1を上回ってお
り、十分な事業効果が確保される見通しである。

効果
(億円)

走行時間短縮便益

走行経費減少便益

交通事故減少便益

合計（Ｂ）

費用対効果分析結果（Ｂ／Ｃ）

※金額は、社会的割引率（４％）を用いて現在の価値に換算したもの。

■費用対効果分析の分析方法

・費用便益分析マニュアル／国土交通省　道路局　都市局/R4.2

■費用対効果分析結果の要因変化
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令和５年１０月１２日

岐阜県 県土整備部 道路建設課

主要地方道 川島三輪線

（藍川橋工区）
あ い か わ は し

事業再評価

道路改築事業

長野県

滋賀県

157

19

258

高山市

石川県

富山県

福井県

三重県

愛知県
多治見市

位 置 図

美濃加茂市

158

21

156
41

岐阜市

大垣市 中津川市

E41

E67

C3

E67

E41

E1

C3C3

E19

1

至 名古屋市

岐阜市

（C）岐阜県

関市

終
点

岐
阜
市
向
加
野

起
点

岐
阜
市
上
芥
見

延長：L=1,200ｍ

（主）川島三輪線
藍川橋工区

至 各務原市

至 美濃市

至 岐阜市

至 美濃市

位 置 図 １

事業箇所

一般国道

主要地方道

事業区間

一般県道
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2

位 置 図 ２

（C）岐阜県

岐阜市

関市

延長：L=1,200ｍ

（主）川島三輪線
藍川橋工区

至 美濃市

至 美濃市

終
点

岐
阜
市
向
加
野

起
点

岐
阜
市
上
芥
見

(仮称)新藍川橋
L=258m

写真①

写真②

一般国道

主要地方道

事業区間

一般県道

0m 100m 200m

3

◆起 終 点：岐阜市上芥見～岐阜市向加野

◆全体延長：１,２００ｍ（うち橋梁２５８ｍ）

◆総事業費：約９５億円

◆事業着手：平成３１年度

◆完成予定：令和１２年度

◆道路区分：第３種２級

◆幅 員：車道 ３．２５ｍ×４車線

：歩道 ３．５０ｍ（両側）

ぎ ふ し かみあくたみ ぎ ふ し むかいかの

事 業 概 要

標準横断図

3.50
（3.00+0.50）

0.50 3.25 3.25 3.00 3.25 3.25 0.50 3.50
（3.00+0.50）

25.00

付加車線

1.00
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4

安心・安全：災害時に有効に機能するネットワークの確保

■藍川橋は昭和43年の建設から55年が経過し、老朽化が顕著化

■橋梁の機能を維持し安全・安心な通行を確保するため、抜本的な対策が必要

Ｈ２８．１１ 補修工事の状況

床板（上面）：土砂化、鉄筋腐食

床板（上面）：脆弱部の補修状況

老朽化の状況

横桁の腐食(孔開き)､防食機能の劣化 床版の鉄筋露出

床版のひびわれ､遊離石灰

平成30年度橋梁点検：判定Ⅲ

（判定Ⅲ）早期措置段階
道路橋の機能に支障が生じる可能性があ
り、早期に措置を講ずべき状態

※岐阜県橋梁点検マニュアルより（R2.3）

事 業 の 目 的 ①

5

■主要地方道川島三輪線藍川橋工区は「第２次緊急輸送道路」に指定され、災害時
の救援活動や支援物資輸送のために重要な路線

■本工区の整備により岐阜市北部地域の災害時における円滑な救援活動に寄与する

安全・安心：災害時に有効に機能するネットワークの確保

：防災拠点
：消防
：警察署
：病院

：第１次緊急輸送道路
：第２次緊急輸送道路

上流の千疋大橋は約４ｋｍ
下流の鵜飼い大橋は約５ｋｍ

藍川橋は災害時の道路ネット
ワークとして大きな役割を担う

（C）岐阜県

周辺の長良川を渡河する
緊急輸送道路上の橋梁

上流側
約4km

下流側
約5km

事 業 の 目 的 ①
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6

■藍川橋は長良川を渡河する橋梁であり、交通集中により平日の朝晩を中心に慢性
的な渋滞が発生

■本工区の整備により渋滞が緩和され、交通の円滑化が期待できる

活力：渋滞緩和による円滑な交通の確保

※交通実態調査日・写真撮影日：H29.10.16（月）～10.21（土）, 11.5（日）

【凡例（最大渋滞長）】
赤：朝の渋滞が著しい箇所
青：夕方の渋滞が著しい箇所

120m
300m

50m280m

160m
160m

90m

80m

980m

830m

210m

150m

藍川橋東
藍川橋西

至 岐阜市街 （C）岐阜県

至 美濃市 写真① 写真②

写真③ 写真④

事 業 の 目 的 ②

7

事 業 を 巡 る 社 会 経 済 情 勢 等 の 変 化 ①

■東海環状自動車道（西回り区間）において、令和6年度までに山県IC～大野神戸IC
間、令和8年度までに北勢IC～養老ICが開通し、全線が開通

■東海環状自動車道 岐阜三輪ＳＩＣへのアクセス道路としても機能する

◆道路ネットワークの整備

E1

E41

258

21

西回り

養老IC

養老JCT

大垣西IC

大野神戸IC

(仮)糸貫IC

(仮)岐阜IC

関広見IC

美濃関JCT

大野神戸IC～大垣西IC間
令和元年12月14日開通

山県IC～大野神戸IC間
令和6年度開通予定

Ｎ

東海環状
自動車道

安八SIC

山県IC

開通済み

事業中

北勢IC～養老IC間
令和8年度開通予定※

※：用地取得が順調な場合

岐阜三輪
SIC

C3

(主)川島三輪線
藍川橋工区

（C）岐阜県

岐阜三輪SIC

(主)川島三輪線
藍川橋工区

関広見IC～山県IC間
令和2年3月20日開通

拡大図

（
主

）
川

島
三

輪
線

（
主

）
北

野
乙

狩
線
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事 業 を 巡 る 社 会 経 済 情 勢 等 の 変 化 ②

■国土交通省岐阜国道事務所で (国)156号岐阜東バイパスの整備が進められており、

これまでに2.8km区間が開通済

■川島三輪線藍川橋工区と接続する計画となっており、岐阜東バイパスと一体的に
整備を進めることで、岐阜市北部と関市周辺の渋滞緩和の相乗効果が期待される

◆国道１５６号岐阜東バイパスの整備促進

至 名古屋市 （C）岐阜県

事業実施中
4.4ｋｍ

平成２５年度開通
2.8ｋｍ

３工区全体
7.2ｋｍ

岐阜市

関市

接続箇所

（主）川島三輪線
藍川橋工区

（国）156号
岐阜東バイパス

9

全体進捗率 27％
※ 令和5年度末事業費ベース

事業区間 約１．２ｋｍ 岐阜市向加野岐阜市上芥見

芥見町屋上芥見

祇園

向加野

加野
橋梁下部工工事

実施中

用地買収実施中

用地買収実施中

事 業 の 進 捗 状 況 ①

用地補償進捗率 ３０％ 工事進捗率 26％
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写真①：（仮称）新藍川橋 整備状況（R5.3.30撮影）

■藍川橋は令和２年度より下部工工事に着手し、令和４年度末時点でＡ２橋台

およびＰ３橋脚が完成

■現在、Ｐ２橋脚工事を実施中

事 業 の 進 捗 状 況 ②

P2橋脚（拡大図）

11

コ ス ト 縮 減 の 取 り 組 み

■仮設盛土に現地採取土砂を利用し、工事費を縮減

■縮減額：約２,４００万円

約2,400万円のコスト縮減

◆仮設盛土に現地採取土砂を流用

仮設盛土
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■設計段階の生息状況調査により、オオサンショウウオ（国の特定天然記念物）の
生息が確認されている

■工事着手前に現地調査を行い、オオサンショウウオが発見された場合、工事区間
外へ避難させる対策を行っている

■水面上の作業で、水質汚濁が懸念される工事においては、仮桟橋、汚濁防止フェ
ンスを設置するなど濁水防止対策を行っている

◆オオサンショウウオに配慮した取組

工事着手前の現地調査 仮桟橋、汚濁防止フェンスの設置状況

自 然 環 境 へ の 配 慮

オオサンショウウオ

汚濁防止フェンス 仮桟橋

13

費 用 対 効 果 分 析

事業の効果

●走行時間短縮便益 ･･････ 効果全体の約９０％

●走行経費減少便益 ･･････ 効果全体の約 ９％

●交通事故減少便益 ･･････ 効果全体の約 １％

投資的効果率

総便益（Ｂ）

総費用（Ｃ）
＝ １．２ （全体）

※費用便益分析マニュアル（国土交通省R4.2）に基づき算出
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今後の方針

○藍川橋の架け替えは、円滑な交通の支援、

災害時に有効に機能するネットワークの

確保に大きく寄与する。

○地元住民および関係市町から事業の継続、早

期完成の強い要望がある。

＝供用に向け、事業継続＝
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新規事業採択時 今回

(基準年：H30） (基準年：R5）

H31～R12 H31～R12

68.8 78.8

0.9 1.0

69.7 79.8

79.4 84.2

4.4 8.8

0.5 0.2

84.3 93.2

1.2 1.2

令和５年度

岐阜県事業評価監視委員会

費用対効果分析資料

■事業内容

延長L=1,200m、幅員3.25m×4車線

■費用対効果分析結果

【道路改築事業】「川島三輪線　藍川橋工区」

■事業名

区分 備考

費用
(億円)

事業費

維持管理費

合計（Ｃ）

事業期間

効果
(億円)

走行時間短縮便益

走行経費減少便益

交通事故減少便益

合計（Ｂ）

費用対効果分析結果（Ｂ／Ｃ）

※金額は、社会的割引率（４％）を用いて現在の価値に換算したもの。

■費用対効果分析結果の要因変化

【費用の主な変化要因】
・費用を現在価値化する際の基準年を平成30年度（前回）から令和5年度（今回）に更新
　したことによる影響【10.1億円】
【便益の主な変化要因】
・費用便益分析マニュアルの改訂（R4.2）による、時間価値原単位、走行経費原単位、
　交通事故損失額算定式の変更に伴い便益が増加した。【5.4億円】
・使用OD表の変更に伴い計画交通量が増加し、便益が増加した。【3.5億円】

【費用対効果分析結果の変化】
・費用対効果分析結果は、新規事業採択時と同様1.2と費用便益比は1を上回っており、十
　分な事業効果が確保される見通しである。

■費用対効果分析の分析方法

・費用便益分析マニュアル／国交省道路局　都市局/R4.2
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